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令和８ （ 2026）年度東京大学大学院農学生命科学研究科  

博士後期課程学生募集要項（一般選抜・社会人特別選抜）

教育研究上の目的

本研究科は、農学の基盤を形成する諸科学に関する高度な教育、研究を進め、人類が抱える

食料や環境をめぐる多様な課題に取り組む専門性豊かな人材を養成することを目的とする。  

求める学生像  

・ 農学生命科学が抱える食料や環境をめぐる多様で高度な課題に取り組む意思と能力を有

する人

・高度な最先端の専門知識の習得、研究能力の向上及び世界に対して研究成果を発信する

ことに熱意をもって取り組む人

選抜方針

選抜にあたっては、以下の点を問う。  

・ 志望分野に関する高い専門知識を有しているとともに、農学生命科学全般にわたっての広範

な知識及び対外発信に耐えうる十分な外国語能力を有していること

・主体的に知識習得、問題発見に取り組む意欲と能力を十分に有していること

・専門分野に関する基礎的な指導力を有していること

１ ．出願資格

【一般選抜 】

以下 (1 )～ (9 )のいずれかの要件を満たす者 （注 1）

(1 ) 本学において修士の学位又は専門職学位を得た者及び令和８ （ 2026） 年 ３月 31 日までに

得る見込みの者

(2 ) 本学以外の日本の大学において修士の学位又は専門職学位を得た者及び令和８ （ 2026）

年 3 月 31 日までに得る見込みの者 （注 2）

(3 ) 大学改革支援・学位授与機構により修士の学位を授与された者及び令和８ （ 2026） 年 ３月

31 日までに授与される見込みの者

(4 ) 外国において、修士の学位又は専門職学位に相当する学位を授与された者及び令和８ （

2026） 年 ３月 31 日までに授与される見込みの者 （注 3）

(5 ) 我が国において、外国の大学院の課程を有するものとして当該外国の学校教育制度におい

て位置づけられた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了

し、修士の学位又は専門職学位に相当する学位を授与された者及び令和８ （ 2026） 年 ３月

31 日までに授与される見込みの者

(6 ) 国際連合大学の課程を修了し、修士の学位に相当する学位を授与された者及び令和８ （

2026） 年 ３月 31 日までに授与される見込みの者

(7 ) 外国の学校、上記出願資格 （ 5） の指定を受けた教育施設又は国際連合大学において、大

学院設置基準第 16 条の２に規定する博士論文研究基礎力審査に相当するものに合格した

者及び令和８ （ 2026）年 ３月 31 日までに合格見込みの者で、修士の学位を有する者と同等

以上の学力があると本研究科において認めた者 （注 4）

(8 ) 日本の大学を卒業又は外国において学校教育における１ ６年の課程を修了した者で、日本

又は外国の大学若しくは研究所等において２年以上研究に従事した者及び令和８ （ 2026）年

３月 31 日までに２年以上研究に従事する見込みの者で、当該研究の成果等により、修士の
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学位又は専門職学位を有する者と同等以上の学力があると本研究科において認めた者

（注 2） （ 注 3） （ 注 4）  

(9 ) 個別の入学資格審査をもって、修士の学位又は専門職学位を有する者と同等以上の学力

があると本研究科が認めた者で、令和８ （ 2026） 年 ３月 31 日において 24 歳に達している者

（注 5）

（ 注 1 )  大学における修業年限 ６年の医学、歯学、薬学又は獣医学を履修する課程を卒業 （見込 ） の

者 （既に修士の学位又は専門職の学位を取得している者は除く。） は、出願資格 （ 7） 又は（ 8） に

よる場合を除いて、出願資格 （ 9） による出願 となるので注意すること。  

（ 注 2 )  上記 （ 2） 、（ 8） の「 日本の大学 」 とは、学校教育法第 83 条の定める日本国内の大学を示す。  

（ 注 3 )  上記 （ 4） 、（ 8） には、外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修する

ことにより当該課程を修了した場合を含む。  

（ 注 4 )  出願資格 （ 7） 又は（ 8） により出願しようとする者は、下記期日までに農学生命科学研究科教務

課学生支援チーム大学院学生担当 （ 14． 問合せ・連絡先参照 ） に問い合わせること。  

Ａ日程 ：令和 ７ (2025 )年 ５月 ７日 （水 ）

Ｂ日程 ： 令和 ７年 (2025 )年 10 月８日 （ 水 ）  

（ 注 5）  ①出願資格 （ 9） に該当する者 とは、出願資格の（ 1） から（ 8） に該当しない者のうち、個別の入

学資格審査により、修士の学位又は専門職学位を有する者と同等以上の学力があると本研

究科において認めた者である。  

②出願資格 （ 9） で出願しようとする者は、出願前に個別の入学資格審査を行 うので、下記期

日までに農学生命科学研究科教務課学生支援チーム大学院学生担当 （ 14． 問合せ・連絡

先参照 ）に申し出て、その指示に従 うこと。  

Ａ日程 ：令和 ７ (2025 )年 ５月 ７日 （水 ）

Ｂ日程 ： 令和 ７ (2025 )年 10 月８日 （ 水 ）

③入学資格審査で修士の学位又は専門職学位を有する者と同等以上の学力があると認めた

者について出願を受け付け、受験を許可する。  

【 社会人特別選抜 】

以下 (1 )～ (9 )のいずれかの要件を満たし、かつ出願時において、官公庁、学校、会社等に在職

中であり、入学時以降においても在職の見込みである者 （注 6）  

(1 ) 本学において修士の学位又は専門職学位を得た者及び令和８ （ 2026） 年 ３月 31 日までに

得る見込みの者

(2 ) 本学以外の日本の大学において修士の学位又は専門職学位を得た者及び令和８ （ 2026）

年 ３月 31 日までに得る見込みの者 （注 7）

(3 ) 大学改革支援・学位授与機構により修士の学位を授与された者及び令和８ （ 2026） 年 ３月

31 日までに授与される見込みの者

(4 ) 外国において、修士の学位又は専門職学位に相当する学位を授与された者及び令和８ （ 20

26） 年 ３月 31 日までに授与される見込みの者 （注 8）

(5 ) 我が国において、外国の大学院の課程を有するものとして当該外国の学校教育制度におい

て位置づけられた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了し

、修士の学位又は専門職学位に相当する学位を授与された者及び令和８ （ 2026） 年 ３月 31

日までに授与される見込みの者

(6 ) 国際連合大学の課程を修了し、修士の学位に相当する学位を授与された者及び令和８ （
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2026） 年 ３月 31 日までに授与される見込みの者

(7 ) 外国の学校、上記出願資格 （ 5） の指定を受けた教育施設又は国際連合大学において、大

学院設置基準第 16 条の２に規定する博士論文研究基礎力審査に相当するものに合格した

者及び令和８ （ 2026）年 ３月 31 日までに合格見込みの者で、修士の学位を有する者と同等

以上の学力があると本研究科において認めた者 （注 9）

(8 ) 日本の大学を卒業又は外国において学校教育における 16 年の課程を修了した者で、日本

又は外国の大学若しくは研究所等において２年以上研究に従事した者及び令和８ （ 2026）年

３月 31 日までに２年以上研究に従事する見込みの者で、当該研究の成果等により、修士の

学位又は専門職学位を有する者と同等以上の学力があると本研究科において認めた者

（注 7） （ 注 8） （ 注 9）

(9 ) 個別の入学資格審査をもって、修士の学位又は専門職学位を有する者と同等以上の学力

があると本研究科が認めた者で、令和８ （ 2026） 年 ３月 31 日において 24 歳に達している者 （

注 10）

（ 注 6 )  社会人特別選抜による入学者は、入学後も在職していることが必要である。入学後に離職予定

の者は一般選抜に出願すること。次の場合は、社会人特別選抜の対象とはしない：入学後に休

職する場合、アルバイトや非常勤として雇用されている場合、フリーランスとして働 く場合 、転職予

定で入学後の職が確定していない場合など。13 .注意事項 （ 7） も参照すること。  

（ 注 7 )  上記 （ 2） 、（ 8） の「 日本の大学 」 とは、学校教育法第 83 条の定める日本国内の大学を示す。  

（ 注 8 )  上記 （ 4） 、（ 8） には、外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修する

ことにより当該課程を修了した場合を含む。  

（ 注 9 )  出願資格 (7） 又は (8 )により出願しようとする者は、下記期日までに農学生命科学研究科教務

課学生支援チーム大学院学生担当 （ 14． 問合せ・連絡先参照 ）に問い合わせること。  

Ａ日程 ：令和 ７ (2025 )年 ５月 ７日 （水 ）

Ｂ日程 ： 令和 ７ (2025 )年 10 月８日 （ 水 ）  

（ 注 10 )  ①出願資格 (9 )に該当する者 とは、出願資格の (1 )から (8 )に該当しない者のうち、個別の入学

資格審査により、修士の学位又は専門職学位を有する者 と同等以上の学力があると本研究

科において認めた者である。  

②出願資格 (9 )で出願しようとする者は、出願前に個別の入学資格審査を行 うので、下記期日

までに農学生命科学研究科教務課学生支援チーム大学院学生担当 （ 14．問合せ・連絡先

参照 ） に申し出て、その指示に従 うこと。  

Ａ日程 ：令和 ７ (2025 )年 ５月 ７日 （水 ）

Ｂ日程 ： 令和 ７ (2025 )年 10 月８日 （ 水 ）

③入学資格審査で修士の学位又は専門職学位を有する者と同等以上の学力があると認めた

者について出願を受け付け、受験を許可する。  

２ ．入学時期

(1 ) Ａ日程 ：令和７ （ 2025） 年 10 月あるいは令和８ （ 2026） 年 ４月

（ Ａ日程出願者は、令和７ (2025)年 10 月あるいは令和８ （ 2026） 年 ４月のいずれかでの入学を選

択できる。ただし、10 月入学者は、令和 ７ (2025)年９月以前に修士の学位又は専門職学位を得

た者あるいは得る見込みの者に限る。Ａ日程において令和７ (2025)年 10 月入学を希望する者

は、上記 1.出願資格の (1 )から (9 )の令和８ （ 2026） 年 ３月 31 日を令和７ （ 2025） 年 ９月 30 日と

読み替えること）  
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(2 ) Ｂ日程 ：令和８ （ 2026） 年 4 月あるいは令和８ （ 2026） 年 10 月

（ Ｂ日程出願者は、令和８ (2026)年４月あるいは令和８ （ 2026） 年 10 月のいずれかでの入学を選

択できる。B 日程において令和８ (2026)年 10 月入学を希望する者は、上記 1.出願資格の (1)か

ら (9 )の令和８ （ 2026） 年 ３月 31 日を令和８ （ 2026） 年 ９月 30 日と読み替えること）  

（ 注 ） 10 月入学を許可している専攻 （Ａ日程 ・ Ｂ日程共通、各専攻の入試案内も確認すること） ：

生産 ・環境生物学専攻、応用生命化学専攻、応用生命工学専攻、森林科学専攻、  

農業 ・資源経済学専攻、生物材料科学専攻、生圏システム学専攻、応用動物科学専攻

３ ．選抜方法

  学生募集は、専攻によりＡ日程及びＢ日程の１回または２回行い、選抜は第一次試験及び第

二次試験による。選抜方法は専攻ごとに異なるため、各専攻の入試案内を参照のこと。  

第一次試験は、筆記試験、面接 （Ａ日程のみ）及び提出書類の審査のうち、専攻で指定したも

のによって行う。  

第二次試験は、口述試験及び修士の学位論文又はこれに代わるものの審査を行う。  

Ａ日程の第二次試験は、Ａ日程の第一次試験合格者で、令和７ (2025)年 10 月入学を希望

する者について行う。  

Ｂ日程の第二次試験は、Ａ日程の第一次試験合格者又はＢ日程の受験者で、令和８ (2026)

年４月又は令和８ (2026)年 10 月入学を希望する者について行う。  

【 一般選抜 】

入学者の選抜は、下記の方法により実施する。  

※専攻毎に異なるので、「専攻入試案内 」を確認すること。

・専門科目に関する試験

・外国語 （英語 ）試験

・口述試験

・提出書類審査

ア．入学者の選抜は、外国語 (英語 )試験、専門科目に関する試験 ） 、口述試験、提出書

類 （出身学校の学業成績、修士の学位論文又はこれに代わるもの、各専攻の定める提出

書類等 ）の審査のうち、専攻で指定したものによる。

ただし、本学において修士の学位又は専門職学位を得た者及び令和８ （ 2026） 年 3 月

31 日までに修士の学位又は専門職学位を得る見込みの者については、筆記試験を省略

することがある。  

口述試験は、志望する専攻分野について行う。なお、本学において修士の学位又は専

門職学位を得た者及び令和８ (2026)年３月 31 日までに修士の学位又は専門職学位を

得る見込みの者については、論文審査の結果によっては、口述試験を行わないことがある。  

選抜方法の詳細については、各専攻の入試案内を参照のこと。  

イ．本研究科において修士の学位を得る見込みの者以外の出願者は、選抜の有無等につ

いて、あらかじめ各専攻に問い合わせること。
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【 社会人特別選抜 】  

ア．入学者の選抜は、外国語 (英語 )試験、専門科目に関する試験 ） 、口述試験、提出書

類 （出身学校の学業成績、修士の学位論文又はこれに代わるもの、各専攻の定める提出

書類等 ）の審査のうち、専攻で指定したものによるによる。  

ただし、本学において修士の学位又は専門職学位を得た者及び令和８ （ 2026） 年 3 月

31 日までに修士の学位又は専門職学位を得る見込みの者は、筆記試験を省略することが

ある。  

選抜方法の詳細については、各専攻の入試案内を参照のこと。  

イ．出願者は、選抜の有無について、あらかじめ各専攻に問い合わせること。  

 

４ ．出願方法及び出願期間  

出願期間は、下記 （ 5） のとおり、A 日程及び B 日程の２通りとする。  

なお、両日程で出願資格がある場合、それぞれの出願期間に両方出願することは妨げない。ま

た、10 月入学を認めている専攻で、令和７ (2025)年 10 月入学を希望する者は A 日程、令和８

(2026)年 10 月入学を希望する者は B 日程を受験すること。  

(1 )  入学願書等は Web 出願システムにて作成し、申請すること。  

h t tps ://www.a .u- tokyo .ac . jp/grad/grad _app l i can ts2 .h tm l  

(2 )  提出書類はオンラインまたは郵送で提出すること。専攻から別途の指示がないもので、オンラ

インで提出する書類 （ 「修士学位論文又はこれに代わるもの」及び「修士学位論文又はこれに

代わるものの要旨 」を除く）は、出願期間内に Web 出願システム上で提出すること。「修士学

位論文又はこれに代わるもの」 、「修士学位論文又はこれに代わるものの要旨 」及び「論文、

報告書及び要旨等 （森林科学専攻のみ） 」は、指定の提出期間中に指定の URL から提出す

ること。専攻から別途の指示がある書類は、専攻が指定する期日までに専攻が指定する提出

方法で提出すること。  

(3 )  郵送が必要な提出書類は、提出書類を一括して各自で用意した角形２号封筒に入れ、    

必ず速達 ・書留郵便とすること。封筒に出願者氏名および出願する専攻名を記すこと。  

 

(4 )  あて先  〒113－ 8657 東京都文京区弥生１－１－ １  

         東京大学大学院農学 生命 科 学研 究 科  教 務 課 学生 支援 チーム大 学 院学 生 担当  

(5 )  出願期間 （オンライン）  

Ａ日程 ：令和７ （ 2025）年 6 月 18 日 （水 ） 10 時～ 6 月 24 日 （火 ） 17 時  

Ｂ日程 ：令和７ （ 2025）年 11 月 20 日 （木 ）から 11 月 26 日 （水 ） 17 時  

(6 )  「 修士学位論文又はこれに代わるもの」 、「修士学位論文又はこれに代わるものの要旨 」及

び「論文、報告書及び要旨等 （森林科学専攻出願者のみ） 」の提出期間 ・提出先  

①令和７ （ 2025） 年 10 月入学希望者は、Ａ日程出願期間中 （Ａ日程入試を実施する専攻の

場合 ）に、本研究科 Web サイト上で指定する URL から PDF を提出すること。ファイル名には「

受験番号 _氏名 _志望専攻名 」を記載すること。  

②令和８ (2026)年４月または 10 月入学希望者は、令和８ (2026)年１月 22 日 （木 ）～ １月 27

日 （火 ） 17:00 に、本研究科 Web サイト上で指定する URL から PDF を提出すること。  

③農業 ・資源経済学専攻については取扱いが異なるので専攻の入試案内を参照すること。  

 

https://www.a.u-tokyo.ac.jp/grad/grad_applicants2.html
https://forms.office.com/r/ULMvFLnykH
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（ 注 ）オンライン申請が終了していても、郵送による書類が期日までに到着しない場合は出願を

受け付けないので、注意すること。  

５ ．試験期日

(1) Ａ 日程

筆 記 試 験 及 び口 述 試 験 は、令 和 ７ （2025）年 ７ 月 28 日 （ 月 ） ～ ８ 月 22 日 （ 金 ） で行 う。

実施形式 （対面／ オンラインの別 ） の詳 細 については、各 専 攻 の入 試 案 内 を確認すること。試

験  日 時 その他 の詳 細 は、７ 月上旬に送付する「 受 験 者 心 得 」 を参 照 のこと。

(2) Ｂ 日程

筆 記 試 験 及 び口 述 試 験 は、令 和 ８ (2026)年 １ 月 29  日 (木 )～ ２ 月 ６ 日 (金 )で行 う。

実施形式 （対面／オンラインの別 ）  の詳 細 については、各 専 攻 の入 試 案 内 を確 認 すること。試

験日時 その他 の詳 細 は、令 和 ８ (2026)年 １ 月上旬に送 付 する「 受 験 者 心 得 」 を参 照 のこと。

６ ．募集人員

専攻名

募集人員

Ａ日程 Ｂ日程

一般選抜
社会人

特別選抜
一般選抜

社会人

特別選抜

生産 ・環境生物学 － 13 名

応用生命化学 11 名 5 名

応用生命工学 14 名 6 名

森林科学 － 10 名

水圏生物科学 － 15 名

農業 ・資源経済学 若干名 8 名

生物 ・環境工学 8 名 若干名

生物材料科学 8 名 若干名

農学国際 － 19 名

生圏システム学 － 18 名

応用動物科学 － 8 名

(1 )  募集人員のうち若干名を社会人特別選抜により選抜する。  

(2 )  試験の成績によっては、入学許可者数が募集人員に達しない場合もある。  

(3 )  「 各専攻のお問い合わせ先 」に記載されている各専攻ウェブサイトの情報も併せて参照すること。  

７ ．外国語 （英語 ）試験について  

本研究科では、外国語（英語 ）試験は TOEFL スコア提出あるいは対面形式による TOEFL-

ITP の受験のいずれかにより行 う。実施形式 （ TOEFL スコア提出／ TOEFL-ITP の受験の別）は

各専攻の入試案内を確認すること。  

○TOEFL スコアの提出方法

本研究科では、TOEFL-iBT または TOEFL-iBT Home Ed i t ion の公式スコアを有効とする。ま

た、スコアは Test  Date スコアを採用する（MyBest®  スコアは採用しない） 。Ａ日程は令和５

（ 2023） 年 ８月以降、B 日程は令和６ （ 2024）年 ２月以降に受験したスコアが有効。他大学等で
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実施された TOEFL-ITP（ 団体受験 ）のスコアは利用できない。農学国際専攻については、やむを

得ない場合は TOEFL-iBT 以外に TOEFL-Essent ia ls  のスコア提出も認める。  

登録された Appointment  Number のスコアを研究科が ETS のオンライン上で確認するため、

TOEFL の受験を申し込む際に、以下の送付先への公式スコアレポートの送付を請求すること。オ

ンライン上でスコアが確認できない場合はスコアが無効となるので、スコア送付請求手続きは必ず

行うこと。過去に受験済みのスコアを提出する場合も、以下の送付先へ公式スコアレポートの送付

を請求すること。  

TOEFL 公式スコア送付先コード  ※このコード以外で送付請求されたものは無効とする。  

DI (Des ignated Inst i tut ion)コード：  1113 

出願期間中に Web 出願システム上で、次の（ a） と（ b） を行 うこと。  

（ a） 提出するスコアの Appointment  Number と受験日を登録 （入力 ）する。  

（ b） 上記 （ a） の Test  Taker Score  Report のスキャンデータ（ PDF） をアップロードする。  

 

（ 注 ） ファイル名には「受験番号 _氏名 _志望専攻名 」を記載すること。  

一度提出したスコアの差し替えは一切受け付けない。  

提出されたスコアが ETS の公式スコアレポートと異なる場合は、合格発表後であっても合格

を取り消す場合がある。  

 

○TOEFL-ITP 

団体向け TOEFL プログラム。本研究科では TOEFL-ITP（ LEVEL１ ） を採用している。受験生

が同一の試験場で同じ時間帯に受験するもので、Listen ing  Comprehens ion sect ion： 50 問、

Structure  and Wri t ten Express ion sect ion ： 40 問、Read ing  Comprehens ion sect ion： 50 問の

３セクションに分かれており、約 ２時間、140 問のマークシート方式の試験である。解答 （マーク）が

1 つもされていないセクションがあると、３セクション全体が採点されないので注意すること。  

試験日時その他の詳細は「受験者心得 」を参照のこと。  

 

８ ．筆記試験 （専門科目 ）について  

筆記試験 （専門科目 ）は、対面形式またはオンライン形式のいずれかで行う。実施形式 （対面

／オンラインの別 ）及び試験科目等については、各専攻の入試案内及び各専攻ウェブサイトの情

報を確認しておくこと。  

試験日時その他の詳細は「受験者心得 」を参照のこと。  

 

９ ．口述試験について  

口述試験の時間および実施方法等については、専攻毎に通知する。また、各専攻の入試案内

及び各専攻ウェブサイトの情報を確認しておくこと。  

 

１ ０ ．提出書類  

ア  入学願書は全員、それ以外の書類は該当者のみが提出すること。  

書類の種類  備   考  

ア  入学願書  

全員提出のこと  

・Web 出願システムに必要事項を正確に入力すること  

・ 入試に関する連絡はメールで行うので、必ず連絡のとれるメ
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ールアドレスを記載すること  

・Web 出願システムの指示に従い、顔写真データ（ ３か月以

内撮影の正面上半身脱帽の鮮明なもの）をアップロードする

こと   

イ  出身大学等の成績証明書  

原則として全員提出のこと。ただし、本研究科修士課程を令

和８ ( 2026)年３月 31 日 （令和７ ( 2025 )年 10 月入学希望者

については令和７ (2025)年 9 月 30 日、令和８  (  2026 )  年

10 月入学希望者については令和８  ( 2026)年９月 30 日 ）

までに修了見込みの者で、引き続き同じ専攻へ進学を希望

する者及び本研究科大学院外国人研究生又は大学院研

究生在籍者は除く  

・ 原本の写し（ PDF） を Web 出願システムにアップロードする

こと。合格した際には、入学手続時に原本 （出願時にアップ

ロードした証明書の紙媒体 ）を提出すること  

・ 出身大学が発行したもの（公印入り）の成績証明書をアッ

プロードすること。複数ある場合には１つの PDF に結合するこ

と  

・ 日本語又は英語以外の言語による証明書は、原本に加え

日本語訳を添付すること  

・ 大学～大学院の全ての成績を含むこと。編入学した者は

編入学前のものや、中退した課程の成績も含む  

ウ  卒業、修了証明書  

原則として全員提出のこと。ただし、本研究科修士課程を令

和８ ( 2026)年３月 31 日 （令和 7 (2025)年 10 月入学希望者

については令和 7(2025)年９月 30 日、令和８  (  2026  )  年

10 月入学希望者については令和８  ( 2026)年９月 30 日 ）

までに修了見込みの者で、引き続き同じ専攻へ進学を希望

する者及び本研究科大学院外国人研究生又は大学院研

究生在籍者は除く  

・ 原本の写し（ PDF） を Web 出願システムにアップロードする

こと。合格した際には、入学手続時に原本 （申請時にアップ

ロードした証明書の紙媒体 ）を提出すること  

・ 出身大学または大学院が発行したもの（公印 ）入 りで、学

位が明記されていること。複数ある場合には１つの PDF に結

合すること  

・ 日本語又は英語以外の言語による証明書は、原本に加え

日本語訳を添付すること  

・ 大学卒業以上の学歴について全て提出のこと。中退の場

合は在学期間証明書を提出すること  

エ  
検定料振込金受付証明書

/検定料支払い証明書  

原則として全員提出のこと。ただし、本学修士課程又は専門

職学位課程を令和８ (2026)年３月 31 日 （令和７ ( 2025)年

10 月入学希望者については令和 ７ ( 2025)年９月 30 日、令

和８  (  2026 )  年 10 月入学希望者については令和８  



 - 9 - 

(2026)年９月 30 日 ）までに修了見込みの者又は日本政府

（文部科学省 ）奨学金留学生は提出 （支払い）不要  

・ 検定料 30,000 円を振り込んだ証明書類を PDF にして

Web 出願システムにアップロードすること。支払い方法につい

ては「 11．検定料の支払いについて」を参照のこと  

オ  
日本政府 （文部科学省 ）  

奨学金留学生証明書  

日本政府 （文部科学省 ）奨学金留学生は提出のこと。ただ

し、本研究科在学中 （研究生を含む）の者は除く  

・Web 出願システムに PDF をアップロードすること  

カ  入学後の研究計画書  

社会人特別選抜出願者は提出のこと。ただし、農学国際専

攻出願者は除く。また、森林科学専攻は一般選抜出願者も

提出のこと  

・Web 出願システムに PDF をアップロードすること。ただし、農

業 ・資源経済学専攻出願者はＷｅ ｂ出願システムを通じての

提出は不要  

・ 農業 ・資源経済学専攻は、研究計画書の PDF ファイルの

提出は小論文の提出と同時期を予定しており、提出方法や

締切については、小論文課題と同時に出願者に通知する。  

・ Ａ ４ 、3,000～ 4,000 字程度 （英文の場合は、1,500～

2,000words 程度 ） 、出願者氏名を記載し、複数枚の場合は

ページを付すこと  

・ 森林科学専攻は専攻が指定する研究計画書の様式 （専

攻入試案内参照 ）を使用すること。  

キ  
修士学位論文又はこれに

代わるもの  

一般選抜出願者は提出のこと。ただし、森林科学専攻は社

会人特別選抜出願者も提出のこと  

・ A日程出願者は第一次試験合格者のみ、B日程出願者は

全員が提出すること。ただし、Ａ日程出願者で令和７ (2025)

年 10月入学を希望するものは、上記によらずＡ日程出願期

間中に全員提出すること  

・ 農業 ・資源経済学専攻出願者は、A 日程、B 日程のいず

れにおいても出願者全員が提出する。PDF ファイルの送付に

より提出するが、提出時期については別途連絡をする（小論

文の提出と同時期を予定している）  

・ 提出先は「 ４ .出願方法及び出願期間 （ 6） 」に従 うこと。た

だし、専攻の入試案内で別途指示がある場合は各専攻の指

示に従うこと  

・ 農業 ・資源経済学専攻以外は、出願時に、Web 出願シス

テムの所定欄に「修士学位論文又はこれに代わるもの」の題

名を入力すること（社会人特別選抜出願者も入力必須 ）  

ク  
修士学位論文又はこれに

代わるものの要旨  

一般選抜出願者は提出のこと。ただし、森林科学専攻は社

会人特別選抜出願者も提出のこと  

・ A 日程出願者は第一次試験合格者のみ、B 日程出願者

は全員が提出すること。ただし、Ａ日程出願者で令和７

(2025)年 10 月入学を希望する者は、上記によらずＡ日程出

願期間中に全員提出すること  

・ 農業 ・資源経済学専攻出願者は、Ａ日程、Ｂ日程のいず

れにおいても出願者全員が提出する。PDF ファイルの送付に

より提出するが、提出時期については別途連絡をする（小論

文の提出と同時期を予定している）  

・ 提出先は「 ４ .出願方法及び出願期間 （ 6） 」に従 うこと。た
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だし、専攻の入試案内で別途指示がある場合は各専攻の指

示に従うこと  

・ 和文もしくは英文で書かれているものに限る  

ケ  論文、報告書及び要旨等  

社会人特別選抜出願者は提出のこと。ただし、森林科学専

攻は一般選抜出願者も提出のこと  

・ 農業 ・資源経済学専攻出願者は提出必須。農業 ・資源

経済学専攻以外の出願者は提出任意  

・ 森林科学専攻及び農業 ・資源経済学専攻以外の出願者

は Web 出願システムに PDF をアップロードすること。森林科

学専攻及び農業 ・資源経済学専攻出願者は Web 出願シス

テムを通じての提出は不要  

・ 森林科学専攻出願者は、これまでの研究業績や活動実績

の評価に用いるため、該当するものがあればク． （修士論文ま

たはこれに代わるもの） と同時に指定の提出先（ ４ ．出願方

法及び出願期間  参照）に PDF をアップロードすること  

・ 農業 ・資源経済学専攻出願者は PDF ファイルの送付によ

り提出するが、提出時期については別途連絡をする（小論文

の提出と同時期を予定している）  

コ  従事してきた研究の概要  

社会人特別選抜出願者は提出のこと。ただし、農学国際専

攻出願者は除く  

・ 農業 ・資源経済学専攻以外の出願者は Web 出願システ

ムに PDF をアップロードすること。農業 ・資源経済学専攻出

願者は PDF ファイルの送付により提出するが、提出時期につ

いては別途連絡をする（小論文の提出と同時期を予定して

いる）  

・ Ａ ４ 、4,000 字程度 （英文の場合は 2,000words 程度 ） 、出

願者氏名を記載し、複数枚の場合はページを付すこと  

サ  TOEFL スコア  

外国語 （英語 ）試験を TOEFL スコア提出により行 う専攻の

出願者は提出のこと  

・Web 出願システムまたは所定の提出先に、提出するスコア

の Appointment  Number と受験日を登録し、Test  Taker 

Score  Report のスキャンデータ（ PDF） をアップロードすること  

・ 「 ７ ．外国語 (英語 ）試験について」を参照すること  

シ  10 月入学希望申請書  

10 月に入学を希望する出願者は提出のこと  

・ 出願期間後の申し出は認めない  

・Web 出願システムに PDF をアップロードすること  

・ 所定様式使用に限る。本研究科ホームページ

（ https://www.a .u-

tokyo.ac . jp/grad/grad_app l icants2.html ） よりダウンロードす

ること  

ス  専攻が提出を求める書類  各専攻の入試案内を参照のこと  

 

（ 注 1） 提出書類は、上表及び専攻入試案内に従ってオンライン又は郵送で提出すること。上表

ア～シはオンラインで提出すること。スは専攻が提出を求める書類の提出方法は各専攻の入

試案内の指示に従うこと。  

（ 注 2） 出願時にアップロードした成績証明書及び卒業証明書の原本は、入学手続時に必要と

https://www.a.u-tokyo.ac.jp/grad/grad_applicants2.html
https://www.a.u-tokyo.ac.jp/grad/grad_applicants2.html
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なるので、紛失しないように保管しておくこと。なお、原本 （申請時にアップロードした証明書

の紙媒体 ）が提出されない場合は、合格取消となり、入学が認められない場合がある。  

 

１ １ ．検定料の支払いについて  

 (1 )  「 銀行振込 」又は「 コンビニエンスストアまたはクレジットカードでの払込 」 もしくは「ペイジー対応

ＡＴＭ、ペイジー対応ネットバンク、ネット専業銀行での払込 」のいずれかに限る。いずれの場合

においても振込手数料又は払込手数料は出願者本人の負担とする。  

(2 )  日本政府 （文部科学省 ）奨学金留学生は支払い不要。  

 

【 銀行振込の場合 】  

所定の振込依頼書に必要事項を記入のうえ、最寄りの金融機関 （ゆうちょ銀行 ・郵便局不

可 ）から振り込むこと（ペイジー対応ＡＴＭ、ペイジー対応ネットバンク、ネット専業銀行での所定

の方法での払込の場合を除き、Ａ ＴＭ、インターネットは利用しないこと） 。振 り込みの際、振込

金受取書 （ Ｂ票 ）及び検定料振込金受付証明書 （ Ｃ票 ）を受け取り、検定料振込金受付証明

書 （Ｃ票 ）を所定用紙 （本研究科ホームページ https://www.a .u-

tokyo.ac . jp/grad/grad_app l icants2.html よりダウンロードすること）に貼り付けて提出すること。

振込金受取書 （ Ｂ票 ）は領収書なので、大切に保管すること。  

【 コンビニエンスストア又はクレジットカードでの払込の場合 】   

コンビニエンスストアは、セブン－イレブン、ローソン、ファミリーマート、ミニストップに限る。  

クレジットカードは「ビザカード (VISA)」 、「 マスターカード (Master )」 、「 JCB カード」 、「 アメリカン

・エキスプレスカード (Amer ican Express)」 が利用可能。  

実際の払込に関する操作手順や注意事項については、別紙の「東京大学大学院農学生命

科学研究科検定料払込方法 」を参照の上、払い込み、指示に従い提出すること。出願に必要

な収納証明書等は大切に取り扱うこと。  

【 ペイジー対応 ATM、ペイジー対応ネットバンク、ネット専業銀行での払込の場合 】  

払込に関する操作手順や注意事項については、別紙の「東京大学大学院農学生命科学研

究科検定料払込方法」を参照の上、払い込むこと。払い込み後、E-支払いサイトの「申込内容

照会 」にアクセスし、受付完了時に通知された【受付番号 】 と【生年月日 】を入力し、照会結果

を印刷して、提出すること。  

 

※日本国内において地震や台風など風水害等による被災のため、検定料免除申請を希望する者

は、予め農学生命科学研究科教務課学生支援チーム大学院学生担当 （募集要項 14．問合せ

・連絡先参照 ）へ照会すること。公的機関が発行する証明書が必要となる。  

 

１ ２ ．合格者の発表及び入学手続  

(1 )  Ａ日程  

①合格者の発表は、令和７ (2025)年９月２日 (火 )午前 10 時に Web 出願システムマイページ

内で行う。電話による問い合わせには応じない。  

②入学許可は、以下の予定で本人宛に通知する。  

・ 令和 ７ （ 2025） 10 月入学許可者 ：令和 ７ （ 2025） 年 ９月上旬に通知する。  

・ 令和 ８ （ 2026） ４月入学許可者 ：令和 ８ （ 2026） 年 ２月下旬に通知する。  

(2 )  Ｂ日程  

https://www.a.u-tokyo.ac.jp/grad/grad_applicants2.html
https://www.a.u-tokyo.ac.jp/grad/grad_applicants2.html
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①合格者の発表は、令和８ （ 2026） 年 ２月 19 日 （木 ）午前 10 時に Web 出願システムマイペ

ージ内で行う。電話による問い合わせには応じない。  

②入学許可は、以下の予定で本人宛に通知する。  

・ 令和 ８ （ 2026） 4 月入学許可者 ：令和 ８ （ 2026） 年 ２月下旬に通知する。  

・ 令和 ８ （ 2026） 10 月入学許可者 ：令和 ８ （ 2026） 年 ９月上旬に通知する。  

(3 )  令和７ （ 2025） 年 10 月入学許可の通知を受けた者は、令和 ７ （ 2025） 年 ９月上旬の所定の

期間内に入学手続 （入学手続書類の提出及び入学料の納付 ） を行うこと。令和８ （ 2026） 年

４月入学許可の通知を受けた者は、令和 ８ （ 2026） 年 ３月上旬の所定の期間内に入学手続 （

入学手続書類の提出及び入学料の納付 ）を行うこと。令和８ (2026)年 10 月入学許可の通知

を受けた者は、令和８ (2026)年９月上旬の所定の期間内に入学手続 （入学手続書類の提出

及び入学料の納付 ）を行うこと。期間内に入学手続を行わない場合には、入学しないものとし

て取り扱うので注意すること。   

(4 )  入学時に必要な経費 （令和 ８ （ 2026） 年度予定額 ）  

（ 日本政府 （文部科学省 ）奨学金留学生に対しては徴収しない。）  

①入学料   282,000 円 （予定額 ）  

②授業料   前期分  260,400 円 （年額 520,800 円 ） （予定額 ）  

上記納付金額は、予定額であり、入学時又は在学中に学生納付金改定が行われた場

合には、改定時から新たな納付金額が適用される。  

 

１ ３ ．注意事項  

(1 )  同一年度に同一日程の入学試験において、一般選抜と社会人特別選抜の両方に出願するこ

とはできない。  

(2 )  同一日程の入学試験において、本研究科内の２つ以上の専攻（獣医学専攻を含む）に出願

することはできない。  

(3 )  提出期日までに所要の書類が完備しない願書は受理しない。なお、出願期間後は、原則として

書類等の変更は認めず、また、検定料の払いもどしはしない。  

(4 )  受験票は  Web 出願システムより出力が可能となっているので、試験前日までに「受験票」を紙媒

体で印刷 （ A４普通紙。カラー・白黒どちらでも可だが、顔写真がはっきりわかるように印刷すること）

しておき、試験当日に必ず持参すること。  

(5 )  受験者心得は、Ａ日程は令和７ (2025)年７月上旬に、Ｂ日程は令和８ （ 2026） 年 １月上旬にメ

ールで送付する。Ａ日程については令和７ (2025)年７月 16 日 （水 ）までに、Ｂ日程については令

和８ （ 2026） 年 １月 14 日 （水 ） までに受信しない場合は、直ちに農学生命科学研究科教務課学

生支援チーム大学院学生担当 （ 14．問合せ・連絡先参照 ）に連絡し、受験に必要な指示を受

けること。  

(6 )  提出すべき学位論文及びその要旨は、「写 」でさしつかえない。なお、提出した学位論文及びそ

の要旨は返還しない。  

(7 )  官公庁、学校、会社等に在職のまま入学を希望する者は、在学期間中学業に専念する旨の

誓約書 （様式任意 ）を入学手続の際に提出すること。  

(8 )  東京大学では、「外国為替及び外国貿易法 （外為法 ） 」に基づいて「東京大学安全保障輸出

管理規則 」を定めて、技術の提供及び貨物の輸出の観点から、学生の受入れ前及び在学中

に、厳格な安全保障輸出管理を行っている。特に外国人留学生及び一部の日本人学生につい

ては、受入れ前の審査を必須としている。  
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従って、外為法上規制されている事項に該当する場合は、たとえ入学試験の選抜により最終

合格しても、その後入学が許可できない場合や、入学後の希望する研究活動に制限がかかる場

合があるので、注意すること。  

(9 )  本学では、障害等のある者が、受験上及び修学上不利になることがないよう、合理的な配慮を

行っており、そのための相談を受け付けている。受験上の配慮を希望する者は、A 日程は令和７

(2025)年５月７日 （水 ） までに、B 日程は令和７ (2025)年 10 月８日 （水 ） までに、農学生命科学

研究科教務課学生支援チーム大学院学生担当 （ 14． 問合せ・連絡先参照 ）に申し出ること。なお

、上記期日を過ぎての申出についても引き続き配慮検討の対象となるが、事前準備の関係で、

申請が遅くなるほど、実際に提供できる受験上の配慮が限定されるため、なるべく早く連絡するこ

と。（詳細は、研究科ウェブページ https://www.a .u-tokyo.ac . jp/grad/grad_app l icants2.html

参照 ）  

(10)  標準修業年限を超えて長期にわたる教育課程の履修制度 （長期履修学生制度 ）を希望する

者は、Ａ日程は令和７ （ 2025） 年 ５月 ７日 （水 ） まで、Ｂ日程は令和７ （ 2025） 年 10 月８日 （水 ）

までに、農学生命科学研究科教務課学生支援チーム大学院学生担当 （ 14．問合せ・連絡先

参照 ）へ照会すること。  

(11 )  外国人は、入学時までに、「出入国管理及び難民認定法 （昭和 26 年政令第 319 号 ） 」にお

いて大学院入学に支障のない在留資格を有すること。特に、入学試験時に外国に在住している

外国人のうち、Ａ日程の入学試験を受験し 10 月入学を希望する者及びＢ日程の入学試験を受

験し４月入学を希望する者は、合格発表から入学までの期間が短く、入学時期までに入国でき

ない可能性があるので、注意すること。  

(12 )  入学手続後は、どのような事情があっても、入学料の払いもどしはしない。  

(13 )  出願に当たって知り得た氏名、住所その他の個人情報については、①入学者選抜 （出願処

理、選抜実施 ） 、②合格発表、③入学手続業務を行うために利用する。また、同個人情報及び

入学者選抜に用いた試験成績は、入学者のみ①教務関係 （学籍、修学等 ） 、②学生支援関係

（健康管理、就職支援、授業料免除 ・奨学金等手続き、図書館の利用等 ） 、③授業料徴収に

関する業務を行うために利用する。  

(14 )  入学者選抜に用いた試験成績は、今後の本学の入試及び教育の改善に向けた検討のため

に利用することがある。  

(15 )  入学願書における履歴等について虚偽の記載をした者は、入学後においても遡って入学を取

り消すことがある。  

(16 )  感染症、災害その他の事象により、選抜方法、試験期日、場所その他を変更することがある。

その場合は原則として本研究科ホームページで発表する。  

(17 )  一度提出された出願書類は原則として返却しない。  

 

１ ４ ．問合せ・連絡先  

〒113－ 8657 東京都文京区弥生１－１－１  

東京大学大学院農学生命科学研究科教務課学生支援チーム大学院学生担当  

電話  ０ ３－ ５ ８ ４ １－ ５ ０ １ ０ (平日 9:00～ 17:00※土日祝日を除く )  

Ema i l   da igaku in .a@gs.ma i l .u -tokyo.ac . jp  

 

令和７ (2025)年４月  



令和７（2025）年４月

 　 専攻分野に関するお問い合わせについては、下記へご連絡ください。

専　　　攻 担　　　当 連　　　絡　　　先　　等

電　 話：　０３（５８４１）５041

E-mail：aaokin@g.ecc.u-tokyo.ac.jp

URL：http://www.ab.a.u-tokyo.ac.jp/gakubu

電　 話：　０３（５８４１）５１５３

E-mail：amichio@g.ecc.u-tokyo.ac.jp

URL：https://www.bt.a.u-tokyo.ac.jp/

電　 話：　０３（５８４１）３０６６

E-mail：asyanagi@g.ecc.u-tokyo.ac.jp

URL：https://www.bt.a.u-tokyo.ac.jp/

電　 話：　０３（５８４１）５２２６

E-mail：nmatsushita@g.ecc.u-tokyo.ac.jp

URL：https://www.fr.a.u-tokyo.ac.jp

電　 話：　０３（５８４１）５２９８

E-mail：aokada@mail.ecc.u-tokyo.ac.jp

URL：http://www.fs.a.u-tokyo.ac.jp/

電　 話：　０３（５８４１）５３１９

E-mail：katsuhirosaito@g.ecc.u-tokyo.ac.jp

URL：http://www.ec.a.u-tokyo.ac.jp/

電　 話：　０３（５８４１）８８８１

E-mail：ahosoi@g.ecc.u-tokyo.ac.jp

URL：https://www.en.a.u-tokyo.ac.jp/

電　 話：　０３（５８４１）５２５１

E-mail：aysaito@g.ecc.u-tokyo.ac.jp

URL：https://www.fp.a.u-tokyo.ac.jp/graduate/admissions/index.html

電　 話：　０３（５８４１）７５０３

E-mail：aymat@g.ecc.u-tokyo.ac.jp

URL：https://www.ga.a.u-tokyo.ac.jp/

電　 話：　０３（５８４１）５０４９

E-mail：ahash@g.ecc.u-tokyo.ac.jp

URL：http://www.es.a.u-tokyo.ac.jp/

電　 話：　０３（５８４１）５４７２

E-mail：asatoshi@g.ecc.u-tokyo.ac.jp

URL：https://www.ar.a.u-tokyo.ac.jp/pages/Japanese/J_top.html

生圏システム学 （教授）　橋本 　禅

応用動物科学 （教授）　田中　智

生物・環境工学 （教授）　細井　文樹

生物材料科学 （教授）　斎藤  幸恵

農学国際 （教授）　松本　安喜

森林科学 （教授）　松下　範久

水圏生物科学 （教授）　岡田　茂

農業・資源経済学 （教授）　齋藤  勝宏

応用生命工学 （教授）　栁澤　修一

◇　各専攻のお問い合わせ先　◇

生産・環境生物学 （教授）　青木　直大

応用生命化学 （教授）　鈴木　道生



注意事項
●出願期間を入試要項等でご確認のうえ、締切に間に合うよう十分に余裕をもってお支払いください。

●支払最終日の「Webサイトでの申込み」は23:00まで、店頭端末機の操作は23:30までです。クレジッ
トカードの場合、Webサイトでのお申込みと同時にお支払いが完了しますので、23:00までにお手続
きしてください。

●「検定料払込」についてのお問い合わせは、コンビニ店頭ではお答えできません。

詳しくはWebサイトをご確認ください。

●一度お支払いされた検定料は返金できません。

●検定料の他に事務手数料が別途かかります。詳しくはWebサイトをご確認ください。

●取扱いコンビニ、支払方法は変更になる場合があります。変更された場合は、
Webサイトにてご案内いたします。

出 願33

入学検定料・選考料 取扱明細書

○○
大学
 検定

料収
納証
明書

※当サイトにてお支払いされた場合、
　「取扱金融機関出納印」は不要です。

※「収納証明書」を糊付けする際には、糊本体の注意書きに
　「感熱・感圧紙などを変色させる場合があります」と記載
　  されている糊はご使用にならないでください。
　「収納証明書」が黒く変色する恐れがあります。

【コンビニエンスストアでお支払いの場合】

＜注意＞
スマートフォンでお申込みされた方は、
プリンタのある環境でご利用ください。

支払完了後、E-支払いサイトの「申込内容照会」に
アクセスし、受付完了時に通知された【受付番号】と
【生年月日】を入力し、照会結果を印刷して出願書類
に同封して出願。

※当サイトにてお支払いされた場合、
　「取扱金融機関出納印」は不要です。

○○大学
 検定料収

納証明書

(証明書貼付台紙)

検定料
証明書貼付台紙

「検定料・選考料 取扱明細書」の「収納証明書」部分を切り取り、
所定の貼付台紙に貼る。

■お支払い期間

【コンビニエンスストア以外でお支払いの場合】

修士課程(一般・社会人) A日程

修士課程(一般・社会人) B日程

博士課程(一般・社会人)
獣医学博士課程(一般・社会人) A日程

博士課程(一般・社会人)
獣医学博士課程(一般・社会人) B日程

2025年  4月14日(月) ～  6月24日(火)

2025年10月  6日(月) ～11月26日(水)

2025年  4月14日(月) ～  6月24日(火)

2025年10月  6日(月) ～11月26日(水)

お支払い22

支払い完了後、E-支払いサイトの「申込内容照会」にアクセスし、受付完了時に通知された[受付番号]と

[生年月日]を入力して【収納証明書】を印刷してください。　※プリンタのある環境が必要です。

●レジにて
「インターネット支払い」と
店員に伝え、印刷した【払込票】
を渡すか、【払込票番号】を
伝えてお支払いください。

マルチコピー機は使用しません

セブン-イレブン
【払込票番号:13ケタ】

マルチコピー機 へ
↓

代金支払い
↓

番号入力画面に進む
↓

【お客様番号】【確認番号】入力

ファミリーマート
【お客様番号:11ケタ】【確認番号:4ケタ】

Loppi へ
↓

各種サービスメニュー
↓

各種代金・インターネット受付
↓

各種代金お支払い
↓

マルチペイメントサービス
↓

【お客様番号】【確認番号】入力

ローソン・ミニストップ
【お客様番号:11ケタ】【確認番号:4ケタ】　

※お支払いされるカードの名義人は、
受験生本人でなくても構いません。
但し、「基本情報入力」画面では、
必ず受験生本人の情報を入力してく
ださい。

Web申込みの際に、
支払いに利用するカードを選択

↓
画面の指示に従い、

支払手続を行ってください。

「税金・各種料金(ペイジー)」
を選択
↓

収納機関番号に【58021】と入力
↓

【お客様番号】【確認番号】を入力
↓

支払方法を選択
（現金またはキャッシュカード）し、

検定料をお支払い

ペイジー対応ATM
ゆうちょ、みずほ、三井住友、りそな銀行他

ネットバンキングにログインし、
「税金・各種料金の払込（ペイジー）」

をクリック
↓

収納機関番号に【58021】と入力
↓

【お客様番号】【確認番号】を入力
↓

画面上で金額を確認し、
検定料をお支払い（口座引落扱い）

ペイジー対応ネットバンク
ゆうちょ、みずほ、三井住友、りそな銀行他

お申し込み確定画面から
『ネットバンクでの支払い』

をクリック
↓

支払う銀行を選択して、
インターネットバンキングにログイン

↓
払込内容を確認し、

検定料をお支払い（口座引落扱い）

ネット専業銀行
楽天、auじぶん、PayPay銀行他

※一度、ブラウザを閉じてしまった場合は、E-支払いサイト
　の「申込内容照会」からログインしてください。
　その際には、11ケタのお客様番号が必要です。

レジで代金を支払い、「入学検定料・選考料

取扱明細書（チケット）」を受け取ってください。

Webで事前申込み11

画面の指示に従って必要事項を入力し、お支払いに必要な番号を取得。

本学ＨＰ
からも
アクセス
できます！

https://e-shiharai.net/
※番号取得後に入力ミスに気づいた場合はその番号では支払いを行なわず、もう一度入力し直して、新たな番号を取得して
お支払いください。支払い期限内に代金を支払わなかった入力情報は、自動的にキャンセルされます。
※カード決済完了後の修正・取消はできません。申込みを確定する前に内容をよくご確認ください。

※確定画面に表示される番号
をメモしてください。

学校一覧から、 東京大学大学院（国立大学法人）  を選択してください。

東京大学大学院 農学生命科学研究科 検定料払込方法




	04-2_2026博士後期課程学生募集要項20250324
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